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一男さんは売れると思うものを見つけて取り入れ、見切りをつけるのが上手だったそうです。保

博さんも、洋ランの中で、シンビジウム、デンドロビウム、ミルトニア以外にも、オンシジウム、

デンファレ、カトレアなど、様々な種類を取り入れて取捨選択をしてきました。洋ランは原種の

生産地によって適する環境が異なりますが、この経験により、その植物が欲しがる温度や湿度、

日射量などを適切に管理する感覚を磨くことができ、希望どおりに栽培できるようになったとの

ことでした。「苗を見て３年先の姿の絵が描けないと、希望するような商品にはならない」とい

うのが口癖です。 

 

 

 

53 歳のときに、地域の区画整理により、経営規模の縮小

か移転を考える必要が出てきました。このとき、二人の息子

さんに対し、一緒に洋ラン業界の天下とりをやろうと誘った

そうですが、残念ながら後継者の就農はかないませんでした。この時点で、保博さんは方向転換

を図り、シンビジウムを一切やめて、デンドロビウム専作農家となります。デンドロビウムを選

んだ理由は、①シンビジウムは長野県の高冷地など栽培環境に恵まれた地域の商品には勝てな

かったが、デンドロビウムなら全国区で通用すると考えた、②自分の栽培が素直に反映されてお

もしろかった、とのことでした。デンドロビウム専作にする 15 年ほど前から、「単鉢生産・出荷

時寄せ」という形態をとっていました。通常は出荷の１～２年前に、出荷鉢に何株か寄せて（鉢

サイズによって寄せる株数が異なる）その形状で出荷まで育てますが、保博さんは単鉢（１つの

ポットに１つの株が入った状態）を出荷時に注文が入ってから出荷鉢に入れるため、６号などの

一般的なサイズから 10 号といった大鉢にも難なく対応できます。各株の開花

程度によって、寄せる鉢を調整できるメリットもあり、ロス率が格段に低減し

ました。栽培努力による草丈の伸長と、この「単鉢生産・出荷時寄せ」により、

サイズの大きな商品を手頃な価格で提供できるようになり、この分野では自他

ともに認める全国一の農家となりました。 

「うちの商品は一流品ではないが、消費者が求める、大きなサイズのデンド

ロビウムを手頃な価格で提供できるようになった」ことは、経営と栽培の徹底

した追求の成果と言えるでしょう。 

 

 

 

花き業界は現在、消費の低迷と生産費の高騰により非常に厳しい状況にあ

ります。特に、洋ランのように高級品で贈答が主な用途となっている品目は、生産者も栽培面積

も激減しています。このような状況を保博さんは、「大変寂しい。張り合う仲間がいないとこれ

まで続けられなかったし、今後も競い合いながらやっていきたい。」と言い、これまで保博さん

が培ってきた技術は惜しみなく若手生産者に提供しています。若い人に食いついてもらって、今

と同じ絵が描けなくなった時にすっぱりやめるのが今の目標だそうです。東海市のみならず知多

半島の生産者 11 名と知多地域デンドロ研究会を立ち上げ、栽培技術の向上や販促にも取り組ん

でいます。若手にも花き業界の厳しい状況にも、負けずにがんばっていただきたい農家です。 
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